
「中長期的な大学教育の在り方について」の審議事項

第１ 社会や学生からの多様なニーズに対応する大学 第２ グローバル化の進展の中での大学教育の在り方 第３ 人口減少期における我が国の大学の全体像

（第１～３に関連する各種の行財政システムの検討も必要）

第１ 社会や学生からの多様なニーズに対応する大学

制度及びその教育の在り方

１．社会や学生からの多様なニーズに対応する大学教育の在り方

・将来の社会的ニーズを見込んで充実すべき教育内容等

・今後，高齢者を含む幅広い年齢層の者等を大学教育の提供の対象と

第２ グローバル化の進展の中での大学教育の在り方

１．大学の国際競争力の向上のための方策

○大学の国際競争力の向上の意義

○大学の国際競争力の向上のために必要な方策のあり方

○国際的に評価される教育を行うための方策

○組織的 継続的な教育連携関係の構築

第３ 人口減少期における我が国の大学の全体像

１．人口減少期における大学全体の健全な発展の在り方

(1) 量的規模の検討

○社会人，高齢者等の大学就学やグローバル化を踏まえた量的規模

○学士・修士・博士ごとのおよその規模，また分野別・地域別の一定

の考え方していくこと及びその際の教育内容・方法等

→大学分科会全体を通じて議論

・通信制と通学制との区分を存続することの是非

→通信制と通学制の大学に関する検討ＷＧで調査･検討

◎大学院の教育の実質化

→大学院部会で議論

○組織的・継続的な教育連携関係の構築

○国際化に関する評価，国際的な情報の発信

→グローバル化検討ＷＧで検討

２．大学の評価における国際的な視点の導入と，世界的規模

での大学に関する評価活動への対応

○諸外国の質保証における基準を我が国の設置基準 設置認可審査

の考え方

→規模第一検討ＷＧで調査・分析（大学院は大学院部会で審議）

(2) 大学の適正規模の観点からの自主的な組織の見直しへの支援

●複数大学が，一元化により一定規模以上の収容定員を確保しつつ，

経営の効率化を図ること等を条件として，その準備経費や激変緩和

措置など，時限的な支援

定 整 （ 短 専 教 ）
大学院部会 議論

２．多様なニーズに対応する大学教育を実現するための「学位プ

ログラム」を中心とする大学制度及びその教育の再構成

○明確な教育目標の提示，体系的カリキュラムの編成，厳格な成績評

価等が実施されるような限定された分野・領域別の「学位プログラ

ム」を中心とした仕組み

○諸外国の質保証における基準を我が国の設置基準，設置認可審査，

認証評価等に取入れること

→質保証システム検討ＷＧで調査し，質保証システム部会で審議

○ＡＨＥＬＯ等の様々な国際的な質保証の取組に対する我が国の対応

→ＡＨＥＬＯ・ＷＧで検討

○国際的な評価活動への対応

●定員調整に向けた取組（例：短大設置基準の専任教員数の見直し）

●計画的な定員調整の支援

●入学定員重点化等に対する支援

(3) 大学の健全な発展のための収容定員の取扱いの適正化

◎定員割れをしている学部等の設置認可の厳格化

◎定員超過の取扱いの厳格化

しつ

○学位プログラムを中心に整理した場合の大学の管理運営

○学位プログラムを中心に整理した場合の関係法令の規定

→学位プログラムＷＧで調査･検討

３．社会的要請の特に高い分野における人材養成

・社会的な要請の特に高い専門的人材の計画的な養成，教育課程の充

実 教育活動の評価 社会との連携等

→国際的大学評価ＷＧで検討

３．アジア域内等の国際的な学生・教員の流動性向上の促進

・アジア域内において，国際的な学生・教員の流動性をより一層高め

る方策を導入する可能性

・各大学の個別の流動性の向上に対する支援方策，特に民間団体や国

際協力・援助等の関係機関との連携方

(4) 情報公開の促進

◎教育研究活動に関する情報公開の促進

◎財務・経営情報に関する情報公開の促進

２．大学の機能別分化の促進と大学間ネットワークの構築

(1) 機能別分化の促進

○我が国の大学の現状に照らし考えられる機能別分化の分類実，教育活動の評価，社会との連携等

→各種懇談会等の検討を踏まえ，専門的人材養成ＷＧで検討

４．多様なニーズに対応する大学教育を実現するための質保証シ

ステムの在り方

(1) 設置基準と設置認可審査の関係

●定性的・抽象的な基準の具体化・明確化

際協力・援助等の関係機関との連携方

→グローバル化検討ＷＧで調査（大学行財政部会でも審議）

○我が国 大学 現状に照らし考えられる機能別分化 分類

○大学の適正規模及び個性化・特色化を通じた機能別分化の在り方，

並びに公財政によるバランスの取れた支援方策

(2) 大学間のネットワークの構築について

●各大学の人的・物的資源の全国共同利用化及び有効活用

→全国共同利用検討ＷＧで検討

◎教育課程の共同実施や地域コンソーシアムの取組への支援の充実
◎大学としての観念や，大学教育の理念に包含され，共通に理解され

ているルールの実定化

(2) 設置基準と認証評価の関係に関する課題

○大学評価基準のうち，一定のものの共通化

○認証評価の判定と設置基準の関係等の明確化

○認証評価の結果が不適合となった場合の取扱い

◎教育課程の共同実施や地域コンソ シアムの取組への支援の充実

→大学規模・大学経営部会で審議

３．全国レベルと地域レベルのそれぞれの人材養成需要に対

応した大学政策の在り方

・歴史的経緯や諸条件を踏まえた，全国レベル及び地域レベルにおけ

る計画的な人材養成の現状と意義。

○自己点検・評価と認証評価等の各種評価システムの在り方・省力化

(3) 設置認可審査と認証評価における課題

○機能別分化や，形態別・学位段階別・学問分野別の評価システム

○アフターケアと認証評価の接続と連携

○アフターケア終了後の設置基準の適合性の確認方法

○情報公開等，大学の自主的・自律的な質保証を十分な機能

５．多様なニーズに対応する大学教育を実現するための学生

の履修を支援する方策

・学生生活の場として大学に求められる機能

・学生の履修指導や就職支援，経済的支援等の総合的な学生支援・学

習環境整備の在り方

・社会人や留学生等の特別な背景を有する学生に対する支援

・関連して，国立大学と公立大学の役割。さらに，私立大学の役割。

・設置形態別の大学の役割分担と，国公私を通じた大学の機能別分化

の在り方。

→大学行財政部会で審議

○専門職大学院の認証評価の特例措置（免除規定）の在り方

(4) その他

・学生が到達すべき学習成果の評価及び単位の算定方法等

・単位制と学年制の在り方や修了要件の在り方

→質保証システム部会で審議

社会人や留学生等の特別な背景を有する学生に対する支援

・奨学金，授業料減免等の学生への経済的支援方策の在り方

・大学院博士課程学生への教育内容・方法の在り方及びキャリア・ガ

イダンスの在り方並びにＴＡ・ＲＡ等の経済的支援方策等

→学生支援検討ＷＧで調査･分析（大学院は大学院部会で審議）

●具体的な改善を提起したもの（今後その成案が必要）

◎現時点では，方向性の提示にとどまるもの

○現時点では，論点の整理にとどまるもの

・今後，論点の整理が必要なもの
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